
　

た
つ
の
市
制
20
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
た
つ
の
市
の
20
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
映
像
が
上
映
さ

れ
、
市
の
歩
み
を
市
民
の
皆
様
と
共
に
感
じ
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
播
州
わ
ら
べ
に
よ
る
、
よ
さ
こ
い
演
舞
「
わ
ら
べ
ト
ン
ボ
」
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
演
舞
は
、
童
謡
『
赤
と
ん
ぼ
』
の
和
の
心
を
テ
ー
マ
に
創
作
さ
れ
た
も
の
で
、

力
強
さ
の
中
に
も
郷
愁
と
温
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
演
舞
が
観
客
を
魅
了
し
、
式
典
を
大
い

に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
の
第
１
部
で
は
、
市
政（
特
別
）功
労
者
表
彰
を
市
政
推
進
に
貢
献
い
た
だ
い

た
皆
様
に
感
謝
を
込
め
て
贈
呈
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
６
中
学
校
の
代
表
者
に
よ
っ
て
、

本
市
の
未
来
へ
の
道
し
る
べ
と
な
る
「
た
つ
の
市
民
憲
章
」
が
力
強
く
宣
言
さ
れ
、
次
代
を

担
う
若
者
た
ち
の
想
い
が
こ
も
っ
た
印
象
的
な
場
面
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
兵
庫
県
立
龍
野
高
等
学
校
放
送
部
の
司
会
に
よ
り
、
兵
庫
県
立
龍
野
北

高
等
学
校
生
徒
に
よ
る
レ
ザ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
華
や
か
に
開
催
さ
れ
、
地
場

産
業
の
魅
力
と
生
徒
た
ち
の
創
造
力
が
見
事
に
表
現
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
生
た
ち

が
、「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
明
る
い
『
た
つ
の
市
』
に
向
か
っ
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
一
人
一
人
が

で
き
る
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
思
い
を
発
表
し
、
未
来
へ
の
希
望
を
会
場
に
届
け

ま
し
た
。

　

そ
し
て
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
市
内
17
小
学
校
の
代
表
者
に
よ
る
学
校
紹
介
お
よ
び
市

歌
の
斉
唱
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
澄
ん
だ
歌
声
が
響
き
渡
る
中
、
記
念
す
べ
き
式
典

は
感
動
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

■ 

た
つ
の
市
民
憲
章 

■

　

た
つ
の
市
は
、
わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
で
す
。

　

揖
保
川
の
清
流
と
緑
多
き
山
々
、
美
し
い
瀬
戸

内
海
。
こ
れ
ら
豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
受
け
て
、

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
は
過
去
か
ら
現
在
へ
と
引

き
継
が
れ
、
輝
か
し
い
未
来
へ
と
つ
づ
い
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
わ
た
し
た
ち
は
、
文
化
と
産
業
に

恵
ま
れ
、
歴
史
に
彩
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
た
つ
の
に

感
謝
し
、
と
も
に
手
を
取
り
合
っ
て
、
よ
り
希
望

に
あ
ふ
れ
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し

て
、
こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、	

豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
大
切
に
し
、
美
し
い

環
境
を
守
り
育
て
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一
、	

健
康
で
活
力
あ
る
生
活
を
送
り
、
災
害
に

強
く
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く

り
ま
す

一
、	

歴
史
、
伝
統
、
文
化
を
継
承
し
、
知
性
と

人
間
性
を
高
め
、
想
像
力
あ
ふ
れ
る
心
豊

か
な
人
を
育
む
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一
、	

産
業
の
振
興
と
地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与

し
、
活
力
あ
る
協
働
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一
、	

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
す
べ
て
の
人
が
思

い
や
り
の
心
を
持
ち
、
支
え
合
い
な
が
ら
笑

顔
の
輪
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

令
和
７
年
10
月
５
日 

制
定

市制施行20周年を迎え、たつの市総合文化会館赤とんぼ文化ホールで記念式典が盛大に開催されました。
約1,000人が出席し、映像で歩みを振り返るとともに、演舞や発表など多彩な催しで節目を華やかに彩りました。

2020周年の感謝と未来を紡ぐ式典周年の感謝と未来を紡ぐ式典
たつの市制施行20周年記念式典

記念ロゴマークデザイン表彰

　市制施行20周年を記念するロゴマーク
として採用された最優秀作品と優秀作品
を制作された龍野北高等学校総合デザイ
ン科の生徒を表彰しました。

最優秀賞   中川 琴葉さん
優 秀 賞   兼松 晴琉さん	 優 秀 賞   廣常 智子さん
優 秀 賞   原田 唯生さん	 優 秀 賞   斉藤 蒼依さん

市制施行20周年 動画コンテスト表彰

　本市の魅力を発信する動画を制作し、優秀な成績を収めら
れた方に表彰および記念品の贈呈を行いました。
最優秀賞   福本 翔太さん
優 秀 賞   坂井 翼さん（ニシハリエブリーさん）
入 賞   小島 直記さん
入 賞   神成 一志さん
入 賞   石家 凛太朗さん

最優秀作品

最優秀作品
等の視聴は
こちらから

レ
ザ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で

レ
ザ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で

市
制
市
制
2020
周
年
を
華
や
か
に
祝
う

周
年
を
華
や
か
に
祝
う

　

兵
庫
県
立
龍
野
北
高
等
学
校
の
生
徒
が
地
元
産
の
革
素
材
を
使
っ
た
レ
ザ
ー

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
20
周
年
と
い
う
節
目
に
合
わ
せ
、
こ
れ

ま
で
制
作
し
て
き
た
デ
ザ
イ
ン
を
振
り
返
り
な
が
ら
発
表
。
革
の
質
感
を
生
か
し
た

個
性
豊
か
な
衣
装
が
次
々
と
登
場
し
、
伝
統
産
業
と
若
者
の
感
性
が
融
合
し
た
魅
力

あ
ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
は
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
参
加

者
か
ら
多
く
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

龍野北高生のレザーファッションショーが第32回たつの市皮革まつり
にて、再びご覧いただけます

と き   11月15日（土）10時～16時、11月16日（日）９時～16時
ところ   たつの市総合文化会館赤とんぼ文化ホール

中学生が未来へ紡ぐ 中学生が未来へ紡ぐ ～笑顔あふれる明るい「たつの市」に向かって～～笑顔あふれる明るい「たつの市」に向かって～
　市内中学校の代表者が「いじめのない学校づくり」と「ノーゲームノースマホデー」について発表しました。これは中学生
サミットで話し合われた取り組みで、いじめをなくし、スマホやゲームを控えることで友達とのコミュニケーションを深めるこ
とを目指しています。発表では、中学生の発信により、みんなが笑顔で過ごせるたつの市の未来を創ろうという熱い想いが伝
えられました。若い世代の真剣な姿は、市民に希望と勇気を与えました。

小学生たちの歌声に込めた未来へのエール小学生たちの歌声に込めた未来へのエール

　記念式典のエンディングでは、市内小学生による斉唱が行われました。歌われたのは、市内各地の自然や文化などの特色
を織り込んだ市歌で、多様な地域が一つに重なり合うまちの姿を象徴するように、会場に温かく響き渡りました。斉唱に先
立ち、子どもたちが自分たちの学校を紹介し合う姿からは、それぞれの地域を大切にしながら、一つのまちとして繋がってい
ることが伝わってきました。未来を担う子どもたちに、まちの未来が重なりました。

市制施行20周年記念式典の締めくくり
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